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平成 23 年（2011 年）6 月期決算概要 

 

●前期に比べ売上高は横ばいも、営業利益は 85 百万円の増益、期末配当を再開 

●生産性の向上と固定費の削減による収益性の改善を図り、下半期は業績が回復基調に転換 

●経営管理ソリューション事業（ＣＰＭ*）他、新規事業の立ち上げにより、高収益・高成

長企業への転換を目指す 

●平成 24 年６月期の連結業績予想は売上高 15％増、営業利益 44％増 

 ＊ＣＰＭ：企業の業績管理などを IT の活用を通じて効率的に行うことを支援するビジネス領域を指し、欧米では Corporate Performance 

Management と呼ばれる 

 

株式会社ディーバ（本社：東京都港区、代表取締役社長 森川徹治）は 7 月 29 日、平成 23 年 6 月期連結
決算（2010 年 7 月 1日から 2011 年 6 月 30 日まで）を発表いたしましたので、概略のご報告をいたします。 

 

１）連結業績概況 

  ①累計期間（7－6月）               (単位：百万円未満切捨て) 

 （百万円、％） 
平成 22 年（2010 年）

6 月期  

平成 23 年（2011 年）

6 月期 
前期比   

売 上 高 3,097 3,137 1.3％ 

営 業 利 益 52 138 163.0％ 

経 常 利 益 37 121 223.7％ 
当 期 純 利 益 0 25 －％ 
1.１株当たり当期純利益 10 円 88 銭（前期 61 円 87 銭） 

2. 期中平均株式数 2,338,601 株 
3．平成 22 年７月１日付で１株につき 200 株の割合で株式分割しております。 
 

  ②単四半期（4－6月）               (単位：百万円未満切捨て) 

 （百万円、％） 

平成 22 年（2010 年）

6 月期  

第 4 単四半期 

（2010/4-2010/6） 

平成 23 年（2011 年）

6 月期 

第 4単四半期 

（2011/4-2011/6） 

前期比   

売 上 高 778 855 9.8％ 

営 業 利 益 0 71 －％ 

経 常 利 益 △3 67 －％ 
四 半 期 純 利 益 △36 48 －％ 
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当連結会計年度において、当社グループの属する情報サービス業界は、新規システム構築の抑制や保守・
運用コストの削減など、全般的には IT 投資の抑制傾向が継続しました。 
また、当社グループの主な事業である財務連結会計のソリューションビジネスにおいては、市場の成熟化

とそれに伴う競争激化により価格低減が進み、更に主なお客様である上場企業数が減少するという困難な状
況に見舞われ、業績面でも影響を受けました。第１四半期においては大幅な減収となり、経常損失 84 百万円
の計上を余儀なくされました。 
これに対して、第 2 四半期以降は外部環境要因に大きく左右されない体質を構築するため、生産性の向上

と固定費の削減による収益性の改善に注力する一方で、お客様志向を徹底した結果として、お客様の事業規
模とニーズに応じて事業戦略の立案と実行をするために大幅な組織改革を実施し、受注・売上の拡大に努力
してまいりました。 
具体的には、上記の組織改革を通じ、当社グループの重要な経営資源である人財を適所に再配分し、全体

の生産性向上に努めました。また各部門責任者へは事業戦略実行上の裁量を増やす一方で、部門別に明確な
目標を定め、その達成への高いコミットメントを求めるようにしました。 
さらに収益力の回復を目指し、持続的成長の源泉となる新規投資の原資を確保するために、先ずは人件費

以外の経費を対売上高比 30%未満に押さえると共に、業績給の減額と人員配置の見直しによる外注費の圧縮を
図り人件費も削減いたしました。 
また、新たな成長の機会を創造するため、新規事業として、グループ経営情報統合基盤である GEXSUS 事業

や経営管理ソリューション事業、決算業務のトータルアウトソーシング事業などを順調に立ち上げておりま
す。 
これらの活動の結果、第 3 四半期以降から業績が回復に転じ、通期では前半期の業績低迷を挽回し、売上

高は前期比1.3％増の31.3億円、営業利益は同163.0％増の1.3億円、経常利益は同223.7％増の1.2億円と、
期初の計画を上回ることができました。 
 

 

（1）受注状況                            （単位：千円未満切捨て） 

平成 22 年（2010 年）  

6 月期  

平成 23 年（2011 年）  

6 月期  

 

増減 
 

受注高 受注残高 受注高 受注残高 受注高 受注残高 

ライセンス販売 516,723        － 541,449 － 24,726 －

コンサルティング・サービス 1,314,767 356,578 1,026,556 404,102 △288,211 47,523

サポート・サービス 1,349,720 580,181 1,412,587 597,423 62,867 17,242

情報検索サービス 126,233 47,111 219,098 44,964 92,865 △2,146

合 計 3,307,444 983,871 3,199,691 1,046,491 △107,752 62,620

 

（2）売上実績（累計期間）              （単位：千円未満切捨て/％） 

平成 22 年（2010 年） 

6 月期 
平成 23 年（2011 年）

6月期 
 

増減 
 

金額 金額 金額 増減率(%) 

ライセンス販売 516,723 541,449 24,726 4.8 

コンサルティング・サービス 1,152,505 979,032 △173,473 △15.1 

サポート・サービス 1,287,216 1,395,344 108,128 8.4 

情報検索サービス 140,635 221,244 80,608 57.3 

合 計 3,097,081 3,137,071 39,989 1.3 
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当資料は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づくものであります。 

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

（3）売上実績（単四半期）             （単位：千円未満切捨て/％） 

平成 22 年（2010 年） 

6 月期 

第 4単四半期 

（2010/4-2010/6） 

平成 23 年（2011 年）

6月期 

第 4単四半期 

（2011/4-2011/6）

 

増減 

 

 

金額 金額 金額 増減率(%) 

ライセンス販売 145,331 199,369 54,038 37.2 

コンサルティング・サービス 249,590 231,479 △18,111 △7.3 

サポート・サービス 330,441 354,554 24,113 7.3 

情報検索サービス 53,381 69,941 16,559 31.0 

合 計 778,745 855,345 76,599 9.8 

 

2）次期の連結業績見通し  

東日本大震災により、今後のお客様の IT 投資への影響が表出してくる可能性があり、当社グループへの影

響も避けられないと考えております。 

当社グループとしましては、引き続き高収益性を維持しながら、高成長企業への再転換を図ってまいりま

す。具体的にはパートナー企業との関係強化により販売チャンネルの拡大・多様化を図る他、新規事業に一

層注力し、商材の幅および商機を広げて成長への拍車を掛けて行きます。さらに、経営管理ソリューション

事業に関するノウハウや経験をいち早く蓄積することを目的とし、その中心をなす欧米市場への進出を果た

す準備として、経営資源の一部を投じて行く計画であります。 

以上により、次期の見通しは、売上高 3,610 百万円（当連結会計年度比 472 百万円増）、営業利益 200 百万

円（同 61 百万円増）、経常利益 180 百万円（同 58 百万円増）、当期純利益 108 百万円（同 82 百万円増）を見

込んでおります。 

 

平成 24 年（2012 年）6月期連結業績予想   (単位：百万円未満切捨て) 

 （百万円、％） 
平成 23 年 

（2011 年）  

6 月期(実績) 

平成 24 年 

（2012 年）  

6 月期(予想) 

増減率 

売 上 高 3,137 3,610 15.1％

営 業 利 益 138 200 44.7％

経 常 利 益 121 180 48.4％

当 期 純 利 益 25 108 324.4％

 

以上 

 

 

 

 


